
厚木市老人福祉センター寿荘移転方針（案）に対する 

パブリックコメントの実施結果について 

 

１ 意見募集期間 

令和７年４月１日（火曜日）から令和７年５月１日（木曜日）まで 

 

２ 意見の件数等 

(1) 意見をいただいた人数  ２人 

(2) 意見の件数       11 件 

(3) 案に反映した意見の数  ０件 

 

３ 意見と市の考え方 

№ 意見の概要 市の考え方 反映したもの 

1 

現在の寿荘の延床面積（約

830 ㎡）と移転先とされる保

健福祉センター・水浴訓練室

の延床面積（約 529 ㎡）のみ

を比較すると、1/3 強の削減

となり、これだと「機能移

転」と言っても、機能は大幅

に低下し、大問題と考えま

す。そこで６階（534 ㎡）ホ

ールとの連携・併用となるの

かもしれませんが、ホールを

どう活用するのか、工夫が問

われると思います。 

現在の寿荘の利用状況等を

踏まえ、保健福祉センターを

移転先としました。 

今後は、できる限り施設の

機能を維持するため、内装設

計を進める中で、利用団体と

も協議しながら諸室の配置等

を検討してまいります。 

また、ご意見にあるとお

り、多くの方に移転先施設を

ご利用いただくために、６階

ホールは、保健福祉センター

利用団体との共用を想定して

おります。 

いただきましたご意見を参

考にさせていただき、利用し

やすい施設となるよう、効率

的な施設の予約や運用などを

検討してまいります。 

 

2 

現在の寿荘の延床面積

（827.89 ㎡）と移転先とされ

る保健福祉センター・水浴訓

練室の延床面積（529.04 ㎡）

のみを比較すると、使用面積

が圧倒的に減少し、これだと

貸館部分が圧倒的に減ってし

まう可能性があります。 

現在も利用団体で部屋を借

りる時に競合しているのに、

ますます競合しネックになる

と思います。 

さらに、現在、私も大いに

 



利用している、ヘルストロン

コーナー（26.00 ㎡）がなく

なってしまうのではないかと

心配しています。 

 ６階ホール（534.14 ㎡）部

分をどう活用するのか、工夫

する必要があると思います。 

3 

スケジュール表で見ると、

今年中に「内装設計」があ

り、来年度から「水浴訓練

室」の解体・改修工事となっ

ています。ホールはそのまま

でしょうか。 

同センター６階ホールにつ

いては、解体・改修工事の範

囲外のため、継続してご利用

いただけます。 
 

4 

ホールについては、まった

く手を付けないのでしょう

か？スケジュール表で見る

と、今年中に「内装設計」が

あり、来年度から「水浴訓練

室」の解体・改修工事となっ

ています。この解体・工事に

はホールも含まれるのでしょ

うか？ 

 

5 

施設の機能を低下させず

に、より一層、充実させてい

ただきたいということです。 

これまでの意見交換会のな

かで、利用団体からも多くの

意見・要望などあったかと思

います。 

現施設は音楽・美術・会議

室・トレーニングなど様々な

機能を持っています。実習

室、作業室など準備室、道具

の保管室などよりスペース・

空間を必要とします。 

機能移転に伴い、サービス

の質を低下させること無く、

今以上に充実させるべきで、

ぜひ、利用者・利用団体、市

いただきましたご意見は、

令和６年度に実施した利用団

体との意見交換会でいただき

ましたご意見と併せて参考に

させていただき、施設利用に

ご不便が生じないよう検討し

てまいります。 

 



民の声をいかし、健康の向

上・福祉の増進を図っていた

だきたい。 

6 

施設の機能を低下させない

ことです。 

現施設は音楽・美術・会議

室・トレーニングなど様々な

機能を持っています。今後も

実習室、作業室など準備室、

道具の保管室などスペース・

空間を必要とします。 

機能移転に伴い、サービス

の質を低下させないこと。 

利用者・利用団体、市民の

声をいかし、健康の向上・福

祉の増進を図っていただきた

い。 

 

 

7 

６階ホールと水泳訓練室部

分の活用となれば、今まで以

上に部屋の利用調整など管理

運営上、利用者側にしわ寄せ

がこないか、危惧していま

す。 

また、アミューあつぎがや

っているような「有料」とす

るようなことは避けてくださ

い。 

６階ホールの利用方法につ

いては、保健福祉センター利

用団体及び寿荘利用団体との

共用を想定していますが、両

団体の皆様が利用しやすい運

用となるよう検討してまいり

ます。 

また、60 歳以上の高齢者へ

の支援又は相互交流の活動を

行う団体が、福祉に関する目

的で同ホールを使用する場合

は、使用料を全額減免とさせ

ていただきます。 

 

 

8 

６階ホールと水泳訓練室部

分の活用となれば、今まで以

上に部屋の利用調整など管理

運営上、利用者側にしわ寄せ

がこないか、危惧していま

す。 

また、絶対に「有料」にし

ないでください。 

 



9 

保健福祉センター６階以外

の「空間の確保」や他の公共

施設も検討すべきではないで

しょうか。 

令和５年５月に利用者の方

を対象としたアンケートの結

果、寿荘が移転する場合の移

転先について約 83％の方が本

厚木駅周辺を希望との回答が

ありました。 

本厚木駅周辺では、保健福

祉センターとアミューあつぎ

が移転先となり得る公共施設

であり、両施設のメリットや

課題、寿荘の利用状況等を勘

案し、最終候補地を保健福祉

センターとしました。 

また、今後も、利用団体と

協議し、同センターの施設利

用にご不便が生じないよう検

討してまいります。 

 

10 

「移転先候補地」の課題の

一つに、「動線への配慮」が

あげられています。建物内の

施設利用時のみの問題でな

く、新たな複合施設建設にと

もなう、自動車利用者の増

加、駅周辺の車の渋滞など予

想されます。地域全体の安全

性の考慮も必要と考えます。 

複合施設を含めた周辺交通

の安全性への配慮について

は、「本厚木駅周辺歩いて楽

しいまちづくり推進計画」に

基づき、路線バスの円滑な運

行、歩行者や自転車の安全な

動線確保等に取り組んでまい

ります。 

 

 

11 

「移転先候補地」の課題の

一つに、新たな複合施設建設

にともなう、自動車利用者の

増加、駅周辺の車の渋滞など

予想されます。地域全体の安

全性の考慮も必要と考えま

す。 

 

 

４ お問合せ先 

(1) 担当課名 健康医療課健康医療係 

(2) 連絡先  046-225-2174 

 

５ 結果公開日 

令和７年６月 20 日 公開 


